
令和２年度も教育研究所の各事業に御理解、御
協力を賜り感謝申し上げます。各学校におかれま
しては、法定研修（初任者研修・中堅教諭等資質
向上研修）やその他研修、各種講座への職員の派
遣等への御配慮ありがとうございました。
令和３年度の研修･講座につきましても、研究所

所長はじめ指導主事一同、教職員の資質向上をめ
ざして取り組んでまいります。今後ともよろしく
お願いいたします。

１１日 (木) 第１４回 初任者研修・閉講式

【市庁舎12F】

２４日 (水) 初任研に係る時間割等説明会

【厚生会館】

2６日 (金) 第11５期成果報告会・修了式

【厚生会館】
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所長 宮 里 寧

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
取
り
入
れ
た
授
業

所

長

宮
里

寧

本
年
度
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
各
学
校
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、「
学

校
の
新
し
い
生
活
様
式
」
の
中
で
見
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
本
年
度
の
努
力
や

成
長
を
認
め
、
励
ま
し
た
り
、
次
年
度
に
お
け
る
計
画
の
作
成
に
取
り
組
ん
だ

り
と
、
年
度
末
の
忙
し
い
時
期
を
迎
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
学
習
指
導
要
領
の
前
文
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
は
「
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り

手
」
の
育
成
こ
そ
を
目
指
す
べ
き
だ
と
明
記
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
「
社
会
の
創
り
手
」
は
、

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
担
い
手
」
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
期
限
は
２
０
３
０
年
、
こ
の
先
の
１
０
年
が
、
と
て
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

一
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス
・
デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ
）
と
は
「Sustainable

D
evelopm

ent
G

oals

」
の
略
称

で
、
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
と
訳
し
ま
す
。
２
０
１
５
年
９
月
に
国
際
連
合
（
国
連
）
に
加

盟
す
る
１
９
３
か
国
の
全
て
が
賛
成
し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
協
働
し

て
解
決
に
取
り
組
む
べ
き
１
７
の
目
標
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、
そ
の
取
り

組
み
に
関
与
す
る
こ
と
を
、
児
童
生
徒
に
も
求
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
２
０
０
０
年
９
月
に
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（M

illennium
D

evelopm
ent

G
oals

」
／
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
」）
が
２
０
１
５
年
に
達
成
期
限
を
迎
え
た

こ
と
を
受
け
、
そ
れ
に
代
わ
る
新
た
な
目
標
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
先
進

国
に
よ
る
開
発
途
上
国
へ
の
支
援
を
中
心
と
し
た
内
容
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
「
誰

一
人
と
し
て
取
り
残
さ
な
い
こ
と
」
を
目
的
に
、
先
進
国
と
開
発
途
上
国
が
一
丸
と
な
っ
て
達
成

す
べ
き
目
標
で
あ
る
点
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
達
成
期
間
は
、
２
０
３
０
年
で
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
１
７
の
目
標
と
、
目
標
内
に
設
け
ら
れ
た
合
計
１
６
９
の
達
成
目
標
（
タ
ー
ゲ

ッ
ト
）
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。
達
成
目
標
に
ま
で
目
を
向
け
る
こ
と
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
解
が
さ

ら
に
深
ま
り
ま
す
。

二
、「
授
業
に
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
る
の
」

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
授
業
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
考
え
る
べ
き
こ
と
は
，
ど
の
教
科
・
領
域
で
実
施

す
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
こ
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
１
７
の
目
標
に
目
を
向
け
て
み
ま
す
。
「
①
貧
困
」「
②
飢
餓
」
「
③
健

康
と
福
祉
」「
④
教
育
」「
⑤
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」「
⑥
安
全
」「
⑦
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
⑧
労
働
」「
⑨
産
業
」

「
⑩
平
等
」「
⑪
ま
ち
づ
く
り
」「
⑫
生
産
と
消
費
」「
⑬
気
候
変
動
」「
⑭
海
洋
」「
⑮
陸
地
」「
⑯

平
和
」
「
⑰
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
と
な
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
「
ど
の
教
科
・
領
域
で
」
に
つ
い

て
考
え
て
み
る
と
、
小
学
校
で
あ
れ
ば
「
社
会
」「
理
科
」「
家
庭
」「
道
徳
」「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
、
中
学
校
で
あ
れ
ば
「
社
会
」
「
理
科
」
「
技
術
・
家
庭
」
「
道
徳
」「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
に
お
い
て
、
そ
の
実
施
が
十
分
に
可
能
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
授
業
は
こ
れ
ら
の
教
科
・
領
域
で
限
定
的
に
実
施
さ
れ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
「
国
語
」
の
説
明
文
教
材
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
内
容
を
含
ん
だ
も
の
が
多

く
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
「
図
画
工
作
」
や
「
美
術
」
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
た
創
作

活
動
を
展
開
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。
工
夫
次
第
で
、
全
て
の
教
科
・
領
域
に
お
い
て
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
授
業
は
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
基
づ
く
教
育
課
程
編
成
に
も
配
慮
が

必
要
で
す
。
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
理
念
に
則
り
、
教
科
横
断
的
な
視
点
か
ら

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
基
づ
く
教
育
課
程
編
成
を
行
い
ま
す
。
学
校
全
体
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
っ
て
、
「
社
会
の
創
り
手
」
の
育
成
は
よ
り
現
実
味
を
帯
び
て
き
ま
す
。
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
を
目
指
す
に
あ
た
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標

は
、
行
動
目
標
で
す
。
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
に
行
動
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
授
業
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
協
力
を
得
た
児
童
生
徒
の
「
社
会

参
加
活
動
」
に
目
を
向
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

１日 (木) 第1回初任者研修【厚生会館】

２日 (金) 第1回初任研指導教員連協会【厚】

５日 (月) 第1回中堅教諭等資質向上研修【厚】

６日 (火) 第１１６期教育研究員入所式【厚】

７日 (火) 小中学校 始業式

８日 (水) 小中学校 入学式

12日 (木) 第１回初任研校長連協会【厚】

15日 (木) 第２回初任者研修【厚】

1９日 (月) 臨任非常勤学級・授業づくり講座【研究所会議室】

20日 (火) 第１回教職2年目研修会【厚】

※ 年度初めの計画等に位置付けて、関係職員等へ

の呼びかけをお願いします。


